
（
1
／

1
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チ
ェ

ッ
ク

欄
環

　
境

　
配

　
慮

　
指

　
針

具
体

的
な

内
容

１
　

土
地

・
植

生
の

改
変

（
造

成
、

敷
地

整
備

）
段

階
で

の
環

境
配

慮

■
（
４

）
海

域
環

境
の

変
更

に
係

る
環

境
配

慮

□
・

□
・

□
・

■
・

技
術

的
な

基
準

に
対

応
し

つ
つ

、
防

波
堤

と
同

色
に

し
て

い
る

。

■
（
６

）
土

砂
等

の
搬

出
・
搬

入
に

係
る

環
境

配
慮

■
・

浚
渫

土
の

他
事

業
流

用
を

原
則

と
し

て
い

る
。

□
・

□
・ ２
　

建
造

物
等

の
設

置
、

建
築

・
建

設
段

階
で

の
環

境
配

慮

（
）
海

底
海

中
建

造
物

設
置

や
建

設
係

る
環

境
慮

表
土

や
植

物
を

他
地

域
へ

搬
出

す
る

場
合

は
、

搬
入

地
で

の
生

態
系

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
す

る
。

搬
入

す
る

土
砂

な
ど

に
含

ま
れ

る
土

壌
汚

染
物

質
の

有
無

を
確

認
す

る
な

ど
、

改
変

地
域

及
び

周
辺

地
域

の
地

下
水

や
土

壌
へ

の
影

響
の

防
止

に
努

め
る

。

海
岸

や
海

域
環

境
の

変
更

に
伴

う
潮

流
の

変
化

な
ど

海
象

条
件

の
変

化
に

よ
る

海
域

生
態

系
へ

の
影

響
防

止
に

努
め

る
。

埋
立

て
や

干
拓

、
堤

防
の

設
置

や
し

ゅ
ん

せ
つ

な
ど

に
よ

る
土

砂
や

底
質

の
自

然
環

境
へ

流
出

、
潮

流
の

変
化

に
よ

る
沿

岸
の

侵
食

や
堆

積
作

用
の

変
化

な
ど

、
海

象
条

件
の

変
化

に
よ

る
海

域
生

態
系

や
水

質
へ

の
影

響
の

防
止

に
努

め
る

。

土
地

の
改

変
な

ど
を

行
う

場
合

は
、

地
域

内
か

ら
地

域
外

へ
の

土
砂

の
搬

出
入

の
抑

制
に

努
め

る
。

海
岸

な
ど

の
護

岸
整

備
を

行
う

場
合

は
、

沿
岸

域
の

自
然

環
境

の
分

断
防

止
に

努
め

、
多

自
然

型
工

法
等

の
活

用
に

よ
り

自
然

の
連

続
性

や
親

水
性

の
確

保
に

努
め

る
。

海
岸

線
の

変
更

、
防

波
堤

や
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
を

設
置

す
る

場
合

は
、

海
岸

景
観

の
保

全
と

地
域

景
観

と
の

調
和

に
配

慮
す

る
。

第
三

次
青

森
県

環
境

計
画

（
土

地
の

改
変

な
ど

の
敷

地
整

備
や

建
築

・
建

設
段

階
）

（
事

業
名

　
　

大
間

港
改

修
（
地

方
）
事

業
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

開
発

事
業

等
に

お
け

る
環

境
配

慮
指

針
チ

ェ
ッ

ク
表

■
（
６

）
海

底
・
海

中
建

造
物

の
設

置
や

建
設

に
係

る
環

境
配

慮

■
・

浚
渫

施
工

時
に

汚
濁

防
止

膜
を

設
置

。
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
は

現
状

海
底

（
岩

盤
上

）
に

設
置

。

□
・

底
質

が
軟

弱
な

場
所

で
の

荷
重

が
大

き
い

建
造

物
の

設
置

や
土

砂
の

埋
立

て
等

に
当

た
っ

て
は

、
地

盤
沈

下
な

ど
に

よ
る

影
響

に
つ

い
て

配
慮

す
る

。

海
底

や
海

中
建

造
物

の
建

設
に

当
た

っ
て

は
、

海
流

等
へ

の
影

響
、

底
質

の
か

く
は

ん
な

ど
に

よ
る

水
質

汚
濁

や
海

洋
生

態
系

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
し

、
海

域
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。
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(別添)

１．事業実施位置図

整理番号 H24-16

事業名 大間港改修（地方）事業　泊地（-5.5m）、防波堤（西）（改良） 地区名 根田内地区

大間港

下手浜漁港大間港

２．全景航空写真

【事業箇所】

奥戸漁港

根田内地区

大間地区

防波堤(西)(改良)

泊地(-5.5m)
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３．平面図 大間港　根田内地区

H.24年度まで 完了済み施設

H.25年度以降計画 　（総費用へ算入）

　S.55～H.6年度施工済

４．標準横断図

 凡例
計画

残事業

半径290ｍ

防波堤（西）

岸壁（-5.5ｍ）
道　路

岸
壁

（
-
4
.5

ｍ
）

ふ
頭

用地

防波堤（西）(改良) L=400m

泊地（-5.5m）

H6～H21 A＝22,270m2

H22以降 A＝ 6,530m2

A

A

B

B

L=319.2m
L=80.8m

H.4～
H.15

注）大間・函館航路存続問題の方向性が不確定だったためH22年度

は事業休止している。また、平成22年度中に新造船による航路の存

続及び使用岸壁の変更が決まったため、H23年度も休止している。

H.25以降
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５．船舶使用岸壁の変更による大間港の改修事業について

新造船の使用岸壁が根田内2号岸壁から根田内1号岸壁へシフトすることになったため、

新造船の規模にあった下記の事業を港湾改修（統合補助）事業で実施している。これに伴い、

平成4年度から実施の改修（地方）事業を平成22年度から休止している。

実施概要、規模：

・根田内1号岸壁（‐4.5ｍ）を（‐5.5ｍ）に増深改良

L=120ｍ
・根田内1号岸壁の船まわし場水深を確保するため泊地を‐4.5ｍから‐5.5ｍに浚渫

A=15,000㎡

事業期間：平成22年度～平成24年度

事業費： C=240,000千円

１号岸壁

新造船スペック検討委員会で新造船の利用

岸壁は根田内１号岸壁に決定した。

現有船「ばあゆ」は根田内２号岸

壁を利用している。

２号岸壁

大間港根田内地区
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６．航路存続関係の新聞記事

平成21年1月31日付け　デーリー東北
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平成23年1月7日付け　東奥日報朝刊
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平成23年9月8日付け　東奥日報朝刊
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